
今
回
の
署
名
簿
提
出
は
二

回
目
で
一
万
五
三
四
一
筆
、

前
回
と
合
わ
せ
て
三
万
四
二

一
〇
筆
で
す
。
今
後
も
署
名

運
動
を
続
け
ま
す
。

岩
手
か
ら
当
会
の
三
人
が

出
席
し
ま
し
た
が
次
の
よ
う

な
ス
ピ
ー
チ
や
発
言
を
行
い

ま
し
た
。

岩
手
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
開
始
前
年
の
二
〇
〇

五
年
に
、
沿
岸
と
内
陸
に
二

つ
の
市
民
団
体
が
誕
生
し
、

放
射
能
か
ら
海
を
守
る
運

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
場
は

止
ま
っ
て
い
て
も
危
険

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
は
、

大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
流

さ
れ
海
洋
が
汚
染
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
再
処
理
工
場

は
現
在
停
止
中
で
す
が
、
ガ

ラ
ス
固
化
技
術
が
う
ま
く

い
か
ず
工
場
内
に
は
約
二

二
三
立
方
ｍ
も
の
「
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
」
が
溜
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
安
定
で
絶
え
ず
冷
却
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地

球
規
模
の
災
害
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。

廃
液
事
故

蒸
発
乾
固
後
の

硝
酸
塩
爆
発
の
危
険
性

省
庁
担
当
者
と
の
意
見

交
換
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

岩
手
か
ら
「
冷
却
を
失
っ
た

廃
液
の
蒸
発
乾
固
後
の
有

機
硝
酸
塩
爆
発
に
つ
い
て

考
察
さ
れ
て
い
な
い
」
「
そ

の
場
合
の
環
境
放
出
核
種

名
と
放
射
能
量
も
知
り
た

い
」
と
の
質
問
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

続
く
講
演
の
部
で
は
、
青

森
県
か
ら
参
加
の
山
田
清

彦
さ
ん
か
ら
「
青
森
・
再
処

理
の
現
状
」
と
題
す
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
要
旨
）

蒸
発
乾
固
の
問
題

本
年
の
一
月
に
な
っ
て
、

審
査
部
会
で
の
再
処
理
工

場
の
審
査
は
最
終
段
階
に

入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
頃
に
な
っ
て
、

規
制
委
員
会
か
ら
「
事
故
で

廃
液
が
蒸
発
乾
固
し
た
ら

ど
う
な
る
か
？
」
と
い
う
質

問
が
出
さ
ま
し
た
。
沸
騰
し

乾
固
し
た
後
に
、
放
射
性
物

質
は
熔
融
揮
発
し
、
貯
蔵
槽

の
損
傷
や
臨
界
爆
発
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
人
が
側
に

寄
っ
た
だ
け
で
死
に
至
る

と
い
う
超
危
険
な
高
レ
ベ

ル
廃
液
中
核
分
裂
生
成
物

が
環
境
に
散
ら
ば
ら
な
い

か
？
と
い
う
質
問
で
す
。

《天恵の海》
２０１９（令和元）年

７ 月 １３日
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五
月
三
一
日
、「
原
発
・
核
燃
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
反
対
」
の

署
名
簿
を
政
府
に
提
出
す
る
た
め
、『
脱
原
発
政
策
実
現
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
市
民
集
会
が
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
ネ
ッ
ト
加
盟
の
全
国
五
八
団
体
か
ら
参
加
者

約
百
人
、
国
会
議
員
（
含
む
秘
書
）
一
五
人
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
一
〇
人
な
ど
約
一
三
〇
人
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。
こ
の

市
民
集
会
で
は
前
日
の
各
党
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
、
当
日
午

前
の
講
演
会
、
さ
ら
に
は

関
連
省
庁
担
当
者
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
「
岩
手
の
会
」
の
取
材
と
、
「
全
国
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

（
第
八
七
号
）
の
記
事
か
ら
報
告
し
ま
す
。

各地からの参加者がスピーチのうえ署名簿を手渡しました。

署名簿を託された国会議員挨拶

青
森
か
ら
の
訴
え

放
射
性
廃
液
冷
却
喪
失
事
故

蒸
発
乾
固
の
危
険
性

一万人訴訟原告団

事務局長

山田清彦さん

岩
手
か
ら
の
訴
え

三
陸
の
海
を
汚
す
な
！

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
超
危
険
！



原
燃
は
こ
の
「
乾
固
後
」

を
空
白
に
し
て
き
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
六
ヶ
所
工
場
に
約
二
二

三
立
方
ｍ
、
東
海
再
処
理
工

場
に
約
三
三
八
立
方
ｍ
溜

ま
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
危

険
で
、
も
し
事
故
が
起
こ
れ

ば
東
北
、
北
海
道
は
人
が
住

め
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
原
燃
は
、
こ
れ
ま
で

「
乾
固
後
」
、
ど
う
な
る
か

を
説
明
せ
ず
空
白
と
し
て

き
ま
し
た
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
が
冷
却
を

失
う
と
ど
う
な
る

沸
騰
後
乾
固
し
て
約
三

〇
時
間
も
す
る
と
乾
固
物

は
約
一
六
〇
〇
℃
ま
で
温

度
が
上
昇
し
ま
す
。
ス
テ
ン

レ
ス
は
融
度
一
五
〇
〇
℃

な
の
で
工
場
の
パ
イ
プ
や

タ
ン
ク
は
溶
け
始
め
ま
す
。

原
燃
は
沸
騰
し
て
も
水

分
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
対
策
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
だ
が
、
事
故
の

場
合
そ
こ
で
止
ま
る
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。
廃
液
は
不

安
定
な
の
で
こ
の
ま
ま
で

は
危
険
過
ぎ
ま
す
。
ガ
ラ
ス

固
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
技
術
的
に
未
熟
で
す
。

東
海
工
場
も
同
じ
く
廃
液

を
抱
え
た
ま
ま
で
す
。

日

本
の
再
処
理
の
こ
の
現
状

を
多
く
の
国
民
に
知
っ
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
要
旨
）

日
本
の
脱
原
発
の
声
が

伝
わ
ら
な
い

私
は
政
府
と
は
違
う
立
場

で
日
米
の
橋
渡
し
の
活
動
を

追
求
す
る
『
新
外
交
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
』
の
代
表
を
し
て

い
ま
す
。
原
発
・
再
処
理
の

関
連
で
は
日
本
の
国
会
議
員

を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
案
内
し
て

「
原
発
は
い
り
ま
せ
ん
」「
再

処
理
は
止
め
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
声
を
伝
え
る
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。

『
原
発
ゼ
ロ
』
と

米
国
の
輿
論

二
〇
一
一
年
原
発
事
故
後

日
本
の
民
主
党
政
権
は
「
二

〇
三
〇
年
代
原
発
ゼ
ロ
」
を

閣
議
決
定
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
再
処
理
に
つ
い
て
は
青

森
県
と
の
関
係
上
そ
の
ま
ま

続
け
よ
う
と
い
う
内
容
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
、「
ワ
シ

ン
ト
ン
の
声
」
は
日
本
の
脱

原
発
決
定
に
猛
烈
に
反
対
、

と
い
う
記
事
が
沢
山
載
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
実
際
に
は
、

一
部
の
『
知
日
派
』
の
少
数

の
考
え
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で

日
本
政
府
が
閣
議
決
定
を
う

や
む
や
に
し
た
こ
と
に
私
は

強
い
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。

私
は
米
国
の
政
治
家
や

政
府
職
員
と
会
う
機
会
が
多

い
の
で
す
が
、
日
本
の
原
発

ゼ
ロ
に
文
句
を
言
う
役
人
や

政
治
家
に
は
ま
ず
会
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

再
処
理
は
や
め
な
い
の
か
？

そ
の
半
面
、
使
用
済
み
核

燃
料
の
再
処
理
を
行
い
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
蓄
積
す
る
事
に

反
対
と
い
う
人
が
沢
山
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
米
国
以
外
の
国

が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
つ

「
核
拡
散
」
に
は
絶
対
反
対
。

米
国
の
「
国
是
」
と
も
言
え

る
原
則
で
す
。

米
国
の
真
意
が

日
本
に
伝
わ
ら
な
い

米
国
の
対
日
発
言
者
に
は

三
つ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
原
発
企
業
・
研
究
者

（
２
）
知
日
派
と
呼
ば
れ
る

ご
意
見
番
的
な
人
達
。

（
３
）
再
処
理
政
策
に
熱
心

に
反
対
し
て
い
る
人
々

（
１
）
と
（
２
）
の
人
々
に

｢

原
発
推
進
」
の
人
は
い
る
が
、

「
再
処
理
推
進
」
の
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
（
３
）
は
、

「
再
処
理
」
に
一
生
懸
命
反

対
し
米
国
の
安
全
保
障
を
重

視
し
よ
う
と
す
る
人
々
で
す
。

二
〇
一
一
年
に
（
３
）
の

声
は
充
分
に
日
本
に
伝
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。

『
ワ
シ
ン
ト
ン
拡
声
器
』

日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
、

政
府
関
係
者
や
原
発
関
係
者

が
毎
年
多
く
派
遣
さ
れ
て
い

ま
す
。
彼
ら
の
中
に
は
『
原

発
推
進
』
に
よ
り
、
利
益
を

得
て
い
る
人
々
が
多
く
お
り

ま
す
。
彼
ら
は
、
米
国
政
府

へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
で
『
日
本

の
脱
原
発
に
反
対
』
の
声
を

絶
え
ず
届
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
、
お
金
を
注
ぎ
込
み
、

原
発
企
業
有
利
の
「
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
誘
因
）」
を
与
え

て
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
声
」
と

し
て
拡
声
し
、
日
本
に
届
く

と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
真
の
声
と
言
わ
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
要
旨
）

原
発
事
故
後
も
再
処
理
を

続
け
る
日
本
政
府
を
注
視

私
達
の
主
な
関
心
事
は

大
震
災
福
島
原
発
事
故
の
悲

劇
以
後
も
使
用
済
み
核
燃
料

か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
す
再
処
理
を
続
け
る
日
本

政
府
の
政
策
で
す
。
日
本
の

こ
の
政
策
が
危
険
な
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
競
争
を
引
き
起
こ
し

東
ア
ジ
ア
全
体
の
安
全
保
障

上
の
リ
ス
ク
に
な
り
得
ま
す
。

日
本
の
四
七
㌧
の

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有

私
達
は
環
境
問
題
解
決
の

観
点
か
ら
、
リ
ス
ク
を
最
小

限
に
抑
え
た
原
発
に
は
反
対

で
は
な
い
の
で
す
が
、
日
本

が
四
七
㌧
、
う
ち
国
内
に
は

七
㌧
（
十
一
㌧
）
も
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
に
危
惧
を
持
ち
ま
す
。
不

経
済
で
、
本
質
的
に
危
険
で
、

国
際
的
安
全
保
障
上
の
リ
ス

ク
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

「
東
ア
ジ
ア
で
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
製
造
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

（
一
時
停
止
）
」
を
実
現
し
、

核
拡
散
、
核
テ
ロ
の
リ
ス
ク

の
な
い
地
域
と
す
る
た
め
、

日
本
は
先
頭
と
な
っ
て
戴
き

た
い
と
願
い
ま
す
。

講 演

再処理をめぐる日米関係
なぜ日本はプルトニウムをため続けるのか？

トーマス・カントリーマン氏

前オバマ政権

国務次官補

ア
メ
リ
カ

か
ら
の
訴
え

東
ア
ジ
ア
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
製
造
競
争
の
停
止
を
！

講師

新外交イニシアティブ代表

猿田佐世さん（弁護士）

全
国
ネ
ッ
ト
事
務
局
が

院
内
集
会
前
後
に

ロ
ビ
ー
活
動

◇
原
子
力
調
査
特
別
委
員
会

高
木
毅
委
員
長
へ

要
望
書

『
核
燃
サ
イ
ク
ル
政
策
を
見

直
す
第
三
者
機
関
を
設
置
し

て
下
さ
い
』
と
す
る
要
望
書

を
持
ち
自
民
、
公
明
、
国
民
、

共
産
、
立
憲
、
社
民
な
ど
の

議
員
事
務
所
一
四
箇
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。

◇
会
計
検
査
院
と
の
意
見
交
換

核
燃
サ
イ
ク
ル
建
設
そ

の
も
の
が
膨
大
な
経
費
と
な

っ
て
い
る
こ
と
や
万
が
一
事

故
が
起
こ
れ
ば
想
像
を
超
え

る
損
害
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
家
の
会
計
監
視
機
関
で
あ

る
会
計
検
査
院
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。


